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株式会社ジャイロの株式売買契約に関するお知らせ

　当社は、平成 13年 3月 28日開催の取締役会において、平成 13年 3月 7日に開示しま

した、株式会社三友小網（以下、「三友小網」）の子会社であります株式会社ジャイロ（以

下、「ジャイロ」）株式の、株式譲渡基本合意に基づき精査を行った結果、株式売買の契

約を締結することを決議いたしましたので、下記の通りお知らせします｡

記

１． 株式売買契約の内容

（１） 当社は、ジャイロの株主である三友小網の保有する全株式を 2 億７千万円で取

得いたします。

（２） 当社は、ジャイロの経営資源の有効利用を図り、当社の事業分野の拡大を達成

することにより、当社及び当社のグループ企業に入るジャイロのさらなる発展

を意図としております。

２．株式取得する予定の会社概要

    （１）商        号             株式会社ジャイロ

    （２）代   表    者             代表取締役社長 荻野 健造

    （３）所   在    地             東京都中央区新富１丁目１３番２１号

    （４）設 立 年 月 日             1990年 12月 27日

    （５）事  業  内  容             コンビニエンスストア「くらしハウス」の事業運営

    （６）決 算 期             １２月末

    （７）従 業 員 数             44名（2000年 12月末現在）

    （８）展 開 エ リ ア             関東、関西、京滋地区

    （９）店 舗 数             147店舗（2000年 12月末現在）

                              関東 103店舗、関西 20店舗、京滋 24店舗（ジャイロ京都）

                               ※ジャイロ京都は、エリアＦＣ。



    （10）資 本 金            2億 4,000万円

    （11）発行済株式総数     4,800株（額面 5万円）

    （12）株 主 構 成            三友小網 100％

    （13）最近事業年度業績                                     単位：百万円

2000 年 12 月期

売 上 高     ６，９３２

売上総利益 ８４５

営 業 利 益     ▲１１６

経 常 利 益     ▲１０６

当 期 利 益     ▲７３

総 資 産     １，０７５

株 主 資 本     ▲１，１５７

                                 ※なお、当該期は決算期の変更を行っているため、2000年

4月～2000年 12月までの対象期間となっております。

    （14）当社との関係        人的・資本的・取引関係など一切ありません。

３． 取得株式数、取得前後の所有株式の状況

   （１）異動前の所有株式数          0株(所有割合   0％)

   （２）取得株式数              4,800 株

   （３）異動後の所有株式数      4,800 株(所有割合 100％)

４．日程                      平成 13年 3月 28日     取締役会決議

                              平成 13年 3月 30日     株券引渡し日

５．株式取得後の連結決算の今後の見通し

    ジャイロの直近事業年度の損益に関して今後の見通しは、営業利益及び経常利益は、

商品流通経路及び値入等の見直し、情報システムの共有化等を図る事で損益はプラス

に転じる見通し。また当期利益は、現段階では店舗の損益状況が把握できないため、

今後の見通しも把握できません。よって、現段階では2002年 2月期連結業績の見通し

は未定であります。

                                                                     以上


